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一部又は全部委託

実施・運営
方法

・絵画鑑賞講座　収入額　60,000円（大人　1,000円、小中学生　500円）
・学校巡回ミュージアム　無料

大学連携事業として、市内の美術系大学から講師を招き、レプリカ絵画、実物、映像等
を使用しレクチャーを行った。講座中で、メナード美術館とも連携し、現場にて本物の絵
画もふれることができた。
また、市内の中学校９校全てに美術教育に活用していただけるよう市保有のレプリカ絵
画４２点を巡回させ（巡回ミュージアム）、身近な場所での世界の名画にふれることがで
きた。
・絵画鑑賞講座　平成２３年２月６日～３月６日（毎週日曜日　連続５回講座）
職員は講師の手配・資料の作成・受講料の管理・講義の運営補助を行った。
・巡回ミュージアム　平成２２年６月２日～平成２３年１月２７日（市内中学校９校で巡回）
職員は学校との日程調整・レプリカ絵画の運搬を行った。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

絵画の鑑賞方法、美術史、作品の時代背景、画家の人物像等について学び、美術鑑賞
者の拡大と育成を図る。

名称：名古屋造形大学、メナード美術館等Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 5 5

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

文化・芸術

10

名称：

小牧市文化振興ビジョン

3 2

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

絵画鑑賞事業

414

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局
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受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

921

60

コ
　
　
ス
　
　
ト

981

824

109.9

912

その他財源

126

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.07

972

0

60

担当係

事業類型

文化活動に親しむ機会を充実する

一般会計

地域住民組織

536160 375

Ｈ22決算額

85

60

884

0.25

対前年比

文化振興課

文化振興係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由
レプリカ絵画の劣化に伴い、その活用方法を見直す時期に来ていることから、レプリカ絵
画を活用した巡回ミュージアムなどについては、廃止を含め検討が必要であるため。

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

レプリカ絵画、実物、映像等を使用しての講義は、絵画鑑賞の楽しさや魅力を増幅さ
せ、美術振興に役立っている。廃止をすれば、これらの機能が果たせなくなると考える。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

引き続き、大学と連携しながら当面実施していく。学校巡回ミュージアムについては、レ
プリカ絵画が劣化してきているので、今後長期に亘り利用することが困難となってくるこ
とが予想される。また、持ち運びなどの運搬に関わる労力（学校間での移送）などの問
題や、レプリカの是非を指摘する意見もあるため、検討しつつ継続していく。

子どものうちからレプリカではあるが、名画にふれ美術に親しんでもらうとともに、大人に
なってからも、絵画鑑賞講座により一層の絵画の良さや楽しみ方を学ぶよい機会である
ため、現状維持と判断した。

中学校巡回数

講座回数

事業目的の
達成状況

美術鑑賞のポイント、楽しみ方などを習得できる現代美術作家による講座は、多くの応
募者を集め、人気が高く、受講者数も目標数を達成した。
質の高い美術講座で、受講生の美術に対する関心を高めることができた。

55

60

5 5

9

業
　
　
　
　
績

人
成
果
指
標

講座受講者数

活
動
指
標

活動指標名

H21

60

5

60 60

5

H23

9

H22

H23H22

9

5

99

判　　　定

H21

回

校


	シート

